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色
々
な
和
合
で
遅
れ
て
居
た
創
立
苫
周
年
記
念
式
典
が
、
北
高
の
亦
山
直
帰
の
祝
融
と
共
に
愈
々
明
年
五
 
 
 

月
、
二
本
松
の
下
で
挙
行
き
れ
る
こ
と
と
在
り
ま
し
た
り
 
 

こ
れ
で
戟
々
の
役
立
擬
仁
る
松
江
北
高
の
赤
山
復
帰
の
念
願
が
達
成
さ
軋
た
わ
け
で
鳥
T
リ
ま
し
て
、
非
山
 
 
 

復
輔
期
成
同
盟
会
及
び
北
高
当
周
の
方
々
の
此
処
ま
で
持
っ
て
来
ら
れ
た
熱
意
と
御
努
力
に
対
し
深
甚
の
敬
 
 
 

意
せ
表
し
靡
い
と
存
じ
ま
す
。
 
 

尚
、
先
般
御
寄
附
頂
き
ま
し
仁
同
寺
会
軒
の
建
設
費
金
が
若
‡
の
不
足
魯
来
し
、
之
が
追
加
募
金
有
岡
盟
 
 
 

会
放
び
北
高
当
局
よ
り
依
頼
が
あ
り
ま
し
に
の
で
‖
分
由
御
協
力
卓
卿
臨
申
し
h
げ
ま
す
と
共
に
、
明
年
轟
 
 
 

の
祝
典
に
は
一
人
で
も
多
く
参
加
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
脚
侍
し
て
宿
り
ま
す
。
 
 
 

拶
 
 

近
畿
双
松
全
金
属
 
永
 
 
岡
 
 
孝
 
 
二
 
 





暑
旧
＿
松
江
中
学
由
卒
業
生
を
且
て
組
織
す
与
 
 

丑
松
虫
と
．
新
制
拙
高
北
＃
中
卒
粟
生
魯
以
て
蓋
 
 

す
皐
松
薔
北
高
同
市
虫
と
が
為
っ
て
∵
恰
も
新
旧
併
 
 

正
す
る
か
の
観
呈
し
て
い
古
中
は
、
誠
に
填
急
に
 
 

且
ウ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

ご
承
知
の
と
お
り
、
抵
戦
後
に
壇
虹
丁
当
局
の
教
 
 

育
指
導
－
亡
よ
っ
て
、
所
謂
六
三
制
と
井
旺
、
男
女
共
 
 

学
削
が
撞
用
せ
ら
れ
島
こ
と
忙
な
っ
て
旧
制
五
盛
年
 
 

咄酬制棚㈹甜拇指和脚棚  
双
松
金
一
元
論
 
 

寄
 
 

昇
格
し
た
の
で
あ
る
が
、
ル
ー
ツ
丘
叩
租
）
は
旧
礪
 
 

大
王
 
米
村
 
文
男
 
 
中
菅
三
富
晶
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
卓
な
い
。
モ
 
 

し
て
共
石
に
伴
っ
て
征
菓
由
女
子
中
葺
は
、
す
 
 

の
中
攣
校
が
、
中
等
科
三
年
、
高
等
科
三
年
匂
六
舘
 
 

制
忙
、
つ
ま
豊
年
限
1
年
亭
要
望
雲
量
蕗
這
 
 

ぺ
て
男
子
中
等
檻
忙
取
庇
古
顔
盲
れ
、
こ
れ
が
新
爛
 
 

喪
忙
昇
格
し
た
奮
晶
と
九
古
ペ
象
で
あ
ろ
う
．
 
 
 

つ
ま
鼻
時
、
大
学
と
云
う
島
中
私
立
幕
等
耳
門
 
 

寧
較
が
、
大
正
九
年
来
苧
苛
空
室
中
豊
芳
璧
す
べ
 
 

て
筐
雲
迂
菅
蔑
毒
し
て
大
学
昔
時
よ
与
太
芋
虹
昇
 
 

格
し
た
よ
う
な
も
由
で
、
こ
九
ら
の
大
学
は
優
に
社
 
 

轟
忙
名
声
吾
馳
せ
多
数
面
菓
力
看
皇
－
出
し
て
い
 
 

た
か
ち
、
モ
の
ル
ー
ツ
は
彗
音
れ
同
雪
が
新
旧
 
 

二
元
化
す
る
よ
う
な
書
な
し
托
、
和
ゃ
か
忙
一
体
化
 
 

し
て
栗
て
い
る
。
 
 
 

今
ゃ
松
江
♯
■
は
恕
江
中
学
百
年
の
歴
史
の
伝
承
 
 

者
と
し
て
天
下
旺
土
明
し
．
更
に
紅
綬
双
樫
樹
下
忙
 
 

嘩
学
監
芸
芋
畠
こ
と
忙
上
中
名
東
弗
忙
旧
制
松
江
 
 

中
学
の
畳
卓
＃
ぐ
妻
の
■
千
尋
以
て
任
じ
て
い
 
 

与
l
の
と
上
古
こ
と
が
出
来
よ
う
．
な
ぉ
松
江
ま
 
 

は
宗
家
申
次
男
と
レ
て
分
家
創
立
し
た
も
の
で
、
先
 
 

取
魯
同
じ
う
す
古
一
族
で
は
あ
る
が
、
分
乗
は
当
然
 
 

雲
と
見
る
ぺ
き
で
ぁ
ろ
う
。
 
 
 

モ
こ
で
北
高
が
実
に
旧
制
盤
江
中
辛
卓
ル
ー
ツ
と
 
 

し
て
苫
年
聖
雪
空
長
音
す
る
も
の
で
島
古
在
ち
ば
 
 

前
述
大
学
の
前
に
見
ら
れ
る
ょ
う
に
、
モ
の
同
窓
会
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先
生
の
‡
皐
垂
坪
糟
た
＃
せ
書
下
晋
パ
 
 
 

わ
れ
ら
¢
母
校
旧
嘗
苧
は
畜
で
基
 
 

い
古
い
中
事
校
で
あ
軋
櫓
＿
訣
昨
、
若
槻
礼
次
 

郎
、
＃
帯
二
氏
ち
申
♯
材
卑
生
ん
だ
天
下
中
名
円
蛭
 
 

叉
ど
ん
墓
舌
せ
乱
県
下
申
有
名
校
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
は
風
浪
書
中
筒
で
も
あ
っ
た
と
且
う
．
 
 
 

こ
ゝ
で
訳
松
島
¢
来
歴
比
触
九
て
ぉ
く
な
与
ば
、
 
 

大
正
申
宋
朋
か
昭
和
の
都
難
か
忙
、
当
時
来
¢
花
井
 
 

峠
新
旧
井
然
－
捗
化
レ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
与
。
と
 
 

は
云
っ
て
量
丁
度
別
の
ク
ラ
ス
会
盲
凰
す
亡
と
が
 
 

あ
る
上
う
旺
、
新
旧
或
蛙
男
＃
卿
旺
帯
暮
春
＝
 
 

姐
す
こ
と
串
間
等
差
主
な
い
亡
と
で
ゐ
寺
。
た
ゞ
少
 
 

く
真
書
主
君
た
圭
墓
は
麿
膚
苛
】
 
 

下
忙
〓
冗
化
さ
れ
た
藍
▲
申
虫
で
曹
た
鼠
町
草
 
 

■
 
 
曝
う
。
島
名
忙
は
畢
良
か
羞
巷
拍
 
肌
旺
■
す
る
と
せ
尊
貴
．
㌧
 
 

皇
i
眉
頂
思
昔
風
茸
晋
■
丁
｛
 
 

毒
草
風
音
恩
卦
薔
翠
 
－
 
 

は
空
曹
思
鹿
貴
意
敵
鼎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
∫
 
 

四
±
廓
竿
揺
 
売
十
几
年
の
置
■
な
 
 

思
卓
苺
 
 

薯
 
 

著
書
廣
垂
巨
費
せ
 
上
㌧
 

．
サ
ブ
・
＝
 
 
 
・
、
√
 
 
 
 
 
 
 
．
■
．
．
■
．
「
し
＝
ン
．
（
r
．
 
 

卓
走
茹
で
士
と
並
び
菅
れ
た
西
¢
雄
．
わ
れ
ら
の
 
 

大
先
童
画
万
田
尿
先
生
⊥
加
－
豊
が
近
畿
地
方
の
也
 
 

童
亮
丘
さ
れ
、
走
畿
双
松
島
轟
せ
 
 

ち
れ
た
中
で
島
り
た
。
竃
年
金
畜
盲
点
レ
槍
玉
中
敷
 
 

塵
帝
中
毒
た
彗
■
帝
申
停
止
き
れ
て
轟
 
 

臣
サ
貯
の
毒
筆
■
日
重
砲
創
 
 

重
畳
暮
た
毒
見
 
 

温
風
暫
訂
厨
雷
電
居
■
農
青
 
 

庖
と
し
て
．
こ
重
曹
た
圭
一
香
 
 

聾
シ
ン
針
訂
増
ち
辛
い
霊
長
 
 

患
う
．
 
 

斯
く
辞
煮
れ
耳
監
、
 

し
、
ル
ー
ツ
皐
旧
劇
能
荘
書
ず
ろ
松
江
北
嘉
が
 
 

百
年
由
歴
史
重
義
嶺
t
子
と
し
て
立
つ
 
 

な
ら
ば
l
モ
中
卒
発
生
を
以
て
瓢
■
す
冬
嗣
窓
舎
は
 
 

慧
忙
大
同
団
結
レ
、
帰
t
さ
れ
一
元
化
書
れ
T
純
 
 

古
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
な
け
れ
ば
餞
鹿
雪
中
 
 

魯
称
す
る
の
蛙
、
冷
静
忙
考
ぇ
て
韮
這
零
点
亘
 
 

戦
費
－
こ
出
来
た
草
奇
石
校
正
三
十
年
曲
折
毅
高
校
上
 
 

す
ペ
善
で
あ
ろ
う
．
 
 
 

早
わ
く
ば
、
妻
¢
薔
会
は
ル
ー
ツ
 
 

争
忘
失
す
る
こ
と
堰
く
．
大
乗
的
見
地
忙
五
っ
て
、
 
 

葉
音
牢
が
暮
夷
忙
し
て
、
何
等
露
で
な
い
と
と
 
 

古
来
i
音
丸
吉
上
う
深
く
菅
¢
で
ぁ
ろ
。
 
 

缶
茹
岳
年
9
月
稀
）
 
 

屈
・
二
朝
嘩
動
静
・
 
 

▼
 
 
．
⊥
丁
 
．
 
 

木
二
・
書
法
 
弘
 
 

惑
苫
重
苦
桓
よ
貢
聖
詰
藍
翳
・
印
攣
 
 

の
昔
が
雪
が
、
牡
め
彗
、
壇
週
の
変
化
と
共
 
 

忙
、
当
串
菅
自
ら
大
い
忙
虚
育
苗
i
晶
正
方
っ
 
 

て
東
た
。
 
 
 

雫
．
凛
叩
生
活
む
寵
妾
七
十
揺
童
丁
 
 

甘
ぇ
て
、
内
定
の
‡
九
が
一
人
目
立
っ
て
来
る
 
 

と
、
人
畳
¢
仕
上
げ
毒
突
の
幾
年
か
の
歳
月
 
 
 


